
<韓国サクセスストーリー> 

 

ゼネラルモーターズ(ＧＭ)グループの輝く星 

 

－不渡りの危機に直面した企業を買収して設立したＧＭ大宇は、ゼネラルモーターズの軽・小型車グ

ローバル戦略において核心的役割を担っている。 

 

 

ＧＭの希望ＧＭ大宇 

デトロイト(Detroit)に本社を置く世界最大の自動車メーカーであるＧＭは大きな動きを見せていた。200

5年の１年間に40億ドルの損失を記録し、30,000人を解雇するという大規模なリストラを行う。しかしこう

した人員削減の努力にもかかわらず、2007年２月、387億ドルという記録的な損失を発表。2008年第一

四半期の自動車生産は11％減少するものと予想され、74,000人に達する非正規職削減も計画中にあ

る。こうしたリストラは今後も続くものとみられている。 

 

しかし、韓国の子会社であるＧＭ大宇は、ラセッティディーゼル、 G2X Roadster、ジェントラＸハッチ

バックなどのニューモデル発売を通じ、創業５年目である2007年には３年連続黒字を記録した。2007年

ＧＭ大宇の国内販売と輸出は計960,186台で、2006年比25％増加した数値だ。この数値は韓国の輸出

成果に大きな影響も及ぼしている。毎年２％の成長を意味する数値である103,542台を昨年に国内市

場に販売し、2007年の数値は2004年以後、25％成長を意味している。 

 

輸出実績はさらに華々しい。完製品輸出は2006年比30％増加した829,544台に飛躍した。半組立製品

は22.1％増加し、2007年926,446単位を記録した(半組立部品＝ＣＫＤとは国外で組立てることができる

ように自動車をセット形態で作るもので、ＧＭ大宇が始めた新事業)。実際にＧＭ大宇の2007年輸出量

は2003年に比べて３倍増加した。 

 



２倍の雇用 

このような膨大な数値の裏にはまた別のサクセスストーリーが隠されている。2007年初めてＧＭ大宇は

対ヨーロッパ輸出において韓国第１位の完成車輸出企業に選定された。最も高収益を上げたモデルを

マティス、カロス、ジェントラ、ラセッティ、トスカ、そしてウィンストムＳＵＶというブランドでシボレー(Chevr

olet)マークをつけ、計419,292台が輸出された。対西ヨーロッパ輸出は24％という驚異的な増加率で20

1,921台が輸出され、対東ヨーロッパ輸出はロシアの相当な需要を追い風に１年間82％という大幅な増

加率を見せ、2007年217,371台の輸出を記録した。ヨーロッパが2007年１位の輸出国家で、２位は156,4

21台の輸出を果たしたアメリカだ。 

 

設備稼働率(Capacity Utilization)は、2003年50％から2007年末には100％を超過し、雇用は16,440人で

２倍になった。また、2001年、大宇自動車時代に解雇した1,605人を再雇用した。 

 

ＧＭ大宇は2008年にも1,000人の生産職と事務職人員を採用することにしており、今後２年間3.3兆ウォ

ンを新車開発と生産設備に投資する計画だ。 

 

すべての面においてＧＭ大宇は外国人直接投資(ＦＤＩ)の立派な成功事例だ。会社がＧＭグループの

一部となったときの状況を考えれば、その立派な成果には改めて驚かされる。当時、ＧＭ大宇の前身

である大宇自動車は、1999年の金融危機の中でキム・ウジュン前大宇グループ会長の資金横領ス

キャンダルでますます悪化し、160億ドルの負債を抱えて崩れた。しかし、資金の流入と投資誘致、適

切なマーケティング戦略、そしてグローバル流通システムを通じて回生することができた。ＧＭ大宇を

正常軌道に乗せるための構造上の変化を促進したのはＧＭから派遣された２人の経営専門家だった。

多事多難だった５年間、ＣＥＯの座を守った２人の男は、現在、上海駐在のＧＭアジア太平洋本社社長

であるデービッド・ニック・レリー((David Nick Reilly)氏と、前ＧＭカナダの最高経営者であると同時に現

在ＧＭ大宇社長であるマイケル・グリマルディ(Michael Grimaldi)氏だ。 

 

ＧＭと大宇の最初のパートナーシップ 

現在のＧＭ大宇は産業化初期から発展してきた。 

 

会社は1937年、ソウルの西に位置する仁川富平区、現在のＧＭ大宇の工場敷地で‘ナショナルモー



ター’(National Motor)という名前で始め、1962年には‘セナラ自動車'に社名を変更した。その後、トヨタ

(Toyota)と協力関係があった新進工業社がセナラ自動車を買収し‘新進自動車’と再び社名を変更。と

ころが1972年、日本のトヨタとは協力関係を解消し、新進は別のパートナー、ゼネラルモータース(ＧＭ)

と組む。４年後、新進自動車とＧＭが50対50の合弁で会社を運営すると合意した際、‘セハン自動車’と

社名を再変更した。1976年に新進自動車はセハンの50％の持分を韓国産業銀行に売り、２年後、韓国

２位財閥グループである大宇がこれを経営権とともに買い取った。こうして大宇とＧＭの歴史が始まっ

た。 

 

ＧＭと大宇グループは1983年に合弁会社を‘大宇自動車’と決定、翌年にはセハンの自動車組立工場

敷地である富平に組立・塗装・エンジン設備工場を追加建設した。当時の目標はＧＭのドイツ子会社で

あるオペル(Opel)が作ったカデット(Kadett)というプラットホームを使って、大ヒットしたＧＭポンティアッ

ク・ルマン(Pontiac LeMans)モデルの海外市場販売を目的に生産することだった。事実上、大宇の自

動車はすべて1996年までＧＭモデルに基礎を置いていた。1967年、纎維産業を始めた大宇だったが、

1980年代中盤以後、自動車事業に重点を置き始めていた。 

 

キム・ウジュン氏の無理なグローバル拡張と年間２百万台生産という無謀な目標により1.3兆ドルの負

債を抱えた1992年、ＧＭは大宇との合併を撤廃した。同時にＳＵＶ専門生産企業である双竜自動車を1

997年の金融危機時に買収した。キム・ウジュン氏のベトナムとウズベキスタンでの自動車需要予測が

外れることにより、1999年、不渡り直前まで追われることになった。 

 

産業銀行を主軸にした大宇グループ債権団は、打撃を受けた大宇自動車の入札を進行した。2006年

９月、フォードの入札放棄宣言でこれまでのパートナーだったＧＭだけが買収対象者として残った。 

 



少数精鋭の工場 

ＧＭにとって大宇自動車は大きな魅力を持っている。過去の合弁の経験から互いに利害関係をよく分

かっているし、大部分の自動車がＧＭのプラットホームを使い、次の世代の核心市場と予測されるアジ

ア市場の適切な足がかり的な役割の履行を約束した。発展途上国進出を目標として生産したオペルの

小型車は成功したとはいえない。ならば大宇自動車は必要な工場、デザインとモデルを提供すること

ができるのか。2000年10月にＧＭは正式に入札価格を提出した。ＧＭとそのパートナーであるSuzuki上

海自動車(Suzuki and Shanghai Automotive Industry Corporation=SAIC)が4,000万ドルの投資に対

する補償として66.7％の株式を受けとる条件で翌年に合意した。残った1,970万ドルの持分は韓国産業

銀行とそのほかの債権者が持つことになった。 

 

新会社は大宇自動車の15工場のみを少数精鋭で選択した。双竜はSuzuki上海自動車に、大宇自動車

のトラック部門はインドのタタ（Tata）に売却した。ＧＭは群山所在の大宇自動車の組立およびディーゼ

ルエンジン工場、昌原所在の新式組立ラインとガソリン/LPG工場、保寧のパワートレイン(Powertrain)

部門(2004年に買収)、そしてベトナムのトゥヒエプ(Tu Hiep)にある組立工場に特別な関心を持っていた。

取引条件にはデザイン、エンジニアリング、研究開発、営業、マーケティング、そして仁川の不動産まで

含まれている。大宇資産リストには含まれていないが、ＧＭコンソーシアムが購入したものには韓国歴

史上もっとも激甚な労働闘争があった富平区の組立・ガソリン/LPGエンジン工場だ。富平工場はＧＭ

大宇の供給者と思われたが、買収後に初めて労使関係が正常化し、生産性の大きな改善が現われた

ことは疑う余地がない。 

 

ニック・レイリーとともにＧＭの買収合併計画は順調に進んだ。ＧＭ大宇の成長に貢献した要素は３種

類だ。一連の創意的なマーケティング活動と企業マーケティング戦略、ニューモデルと改善モデルの発

売開始も続き、ますます好転するＧＭ大宇の経営陣と会社労働組合の調和した関係がそれだ。 

 

中国市場のためのシボレー 

ＧＭ大宇は北米で大宇というブランドで多くの損害を被ったと判断し、２つのブランドを使用する戦略を

使うヨーロッパとは違い、北米市場ではシボレーというブランドで販売された(この戦略はＧＭ大宇で作

られたシボレーが、今後ワンランクの上のブランドであるオペルを買う顧客の初期段階の自動車だと認

識されることにより、2005年に終わる)。新たに紹介されるラセッティの試験運転イベントである“ダイヤ

モンドモデルシリーズイベント”と安全に重点を置くなどの攻撃的なマーケティングで、合併後、初日に

驚くべき成果を導き出した。国内自動車市場でのシェアは平均25％に増加し、2003年１月から９月の期

間中の2003年８月には前年同期20％から27％に到達した。なおかつその年末、ＧＭ大宇は生産量の6

5％を輸出した。 

 

ＧＭ大宇は2002年以後、相次いでＬ６マグナス2.5、ラセッティ、ニューマティス、ステーツマンそしてジェ

ントラを販売した。 



 

浮上する中国市場に向けて３種類バージョンのラセッティ、ブィックエクセル(Buick Excelle)、シボレー

スパーク(Chevrolet Spark)そしてシボレーエピカ(Chevrolet Epica)が開発され、2003年４月から発売さ

れた。2006年にはプレミアムセダンであるトスカのガソリン/ディーゼルバージョンと非常に人気の高い

初のＳＵＶ車ウィンストムを販売した。昨年はラセッティワゴン(wagon)/ディーゼル、そしてＧ２Ｘロードス

ター(roadster)を販売した。 

 

隙間市場を広げ、統合するためのＧＭ大宇の投資も続いた。会社は0.8リットル、1.0リットル、1.2リット

ルエンジンを生産するために昌原にＴ４エンジン工場を設立した。これを通じてＧＭ大宇は軽・小型車

市場で一歩先を行くことができた。2004年５月、自動変速器を生産する保寧内大宇パワートレインを買

収するため、ＧＭ大宇は501億ウォン(4,185万ドル)を投じた。今後の買収はその年３月に発表した1.7兆

ウォンの韓国投資計画(‘Invest in Korea' Plan)のうちの一部だ。ＧＭ大宇が主な顧客である大宇パ

ワートレインは、そのころ毎年400,000台の変速器生産能力と320人を雇っていた。ＧＭ大宇は次世代

変速器を開発して生産するために4,200億ウォン(３億6千万ドル)を投資すると発表した。 

 

世界的な生産水準 

設備買収についてＧＭ大宇はＧＭパワートレインのサポートのもと、乗用車用次世代自動変速器を生

産すると発表した。このような努力の成果は今年１月に現われた。ＧＭ大宇社長と同時にＣＥＯである

マイケル・グリマルディ氏は最新電子制御式 Hydra-Matic ６段自動変速器を新しいＧＭ大宇トスカプ

レミアム６モデルに装着し、１月24日に公開した(生産２年目であるトスカはマグナスの後続モデルだ)。

この変速器は今後韓国で生産されるＧＭ大宇自動車に標準装着されるとみられる。会社創業３年が経

ち、ＧＭのグローバル生産標準に合わせているＧＭ大宇は2005年10月に富平工場を買収した。これは

ＧＭ大宇の生産工場のうち規模が最大の6,500平方メートルだ。以前にＧＭ大宇は2004年、1.74兆ウォ

ンの投資計画の下、6,700億ウォン以上を富平工場改善に投資すると発表した。 

 

2006年５月、全羅北道群山にあるディーゼルエンジン工場が稼働を始める。250,000単位の生産能力

を取り揃えているこの工場の自動化率は90％であり、Euro－IV環境基準に符合する親環境的な1.5リッ

トル、2.0リットルコモンレール(Common Rail)ディーゼルエンジンを生産する。このエンジンはウィンスト

ムとトスカの国内販売用と輸出向けモデルにすべて装着される。 

 

ＧＭ大宇は2007年11月、昌原に1.0リットルと1.2リットルＤＯＨＣエンジンを生産するための1,320億ウォ

ン規模のパワートレイン工場を設立することで、世界自動車市場の軽・小型車部門でその地位をいま

一度確固たるものにした。 



 

また、効率性の向上と改善のために2006年７月末には仁川港に“ＫＤ(Knockdown)”という舗装センター

を設立するなどの投資をした。このセンターは年間140万個以上のセット(組立用品一式)をアジア太平

洋、南米とヨーロッパ市場に輸出することができる能力をもっている。 

 

投資の約束 

2007年秋、会社は仁川経済自由区域(FEZ)に447,000㎡規模のＧＭ大宇青羅の性能試験場を公式的

オープンした。ＧＭ大宇自動車の効率性と安全性向上のために1,100万ドルを投入してテストトラック(T

est Track)と研究開発施設を建設した。 

 

2005年から2007年末までＧＭ大宇は、デザイン工学と新しい製品の製造に3.3兆ウォンを投資し、前で

言及したように2008年と2009年にも追加の形で3.3兆ウォンを投資する約束をした。 

 

ＧＭグループ内でＧＭ大宇は、ＧＭグローバル構造開発チームの軽・小型車部門の核心になるとみら

れる。 

 

ＣＥＯであるグリマルディ氏は2007年10月に創業５周年の祝賀行事で「会社の成功において一部門で

先を行く自動車を作ることより重要なことはありません。ＧＭ大宇はこうした自動車の開発でＧＭ軽・小

型車部門でリーダー的役割をしています」と述べ、新しい自動車も今後、２、３年以内に紹介される予

定だ。 

 

ＧＭアジア太平洋は2005年上半期、５億ドル以上の損失後、2006年同期80億ドルの売上をあげた。Ｇ

Ｍ大宇はこのような売上の中、8,310万ドルの利潤を出してＧＭグループに貢献している。このように急

成長しながらＧＭ大宇はＧＭのシボレーとブィックブランドグローバル化の中心に位置するようになり、

ＧＭの未来は東方の明るい星によって明るく輝くであろう。 


